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北信濃　ふるさと再発見

1763(宝暦13)年、長野県の北部、北
国街道柏原宿(現信濃町)の農家に
生まれる。20歳を過ぎたころから、俳
句の道を目指し、葛飾派三世の溝
口素丸、二六庵小林竹阿、今日庵森
田元夢らに師事して俳句を学ぶ。30
歳から36歳まで、関西・四国・九州の
俳句修行の旅に明け暮れ、ここで知
り合った俳人と交流した作品を、句
集「たびしうゐ」「さらば笠」として出
版。晩年は、故郷に帰り、北信濃の門
人を訪ねて、俳句指導や出版活動を
行い、句日記「七番日記」「八番日記」

「文政句帖」、句文集「おらが春」な
どを著す。２万句にもおよぶ俳句を残
し、1827(文政10)年閏11月19日、65
歳の生涯をとじる。

小林　一茶

問い合わせ・申し込み先
中野市景観・美化推進協議会事務局(市役所都市計画課内)　☎(２２)２１１１(内線２７３)

　
小
林
一
茶
が
旅
し
た
道
を
歩
い

て
、
す
ば
ら
し
い
景
観
に
触
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。
大
勢
の
皆
さ
ん
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参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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２
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期
日
　
11
月
３
日
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・
㈷

コ
ー
ス
　
中
野
陣
屋
・
県
庁
記
念

館
を
発
着
点
と
し
、
長
野
電
鉄
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中
線
に
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、
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０
円
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申
し
込
み
期
限
　
10
月
2４
日
㈬

申
し
込
み
方
法
　
市
役
所
都
市
計

画
課
、
豊
田
支
所
地
域
振
興
課
に

あ
る
参
加
申
込
書
に
よ
り
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
参
加
申

込
書
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.city.nakano.
nagano.jp/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
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ー
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き
ま
す
。

　小林一茶が旅した、北信濃のすばらしい景観写真を展示します。
　この機会にぜひ、ご鑑賞ください。

信州中野景観展
― 北信濃・一茶の旅路 ―

期日　10月10日㈬～22日㈪
　　　※10日㈬は午後からの開館、
　　　　16日㈫は休館。
時間　午前10時から
会場　中野陣屋・県庁記念館
入館料　無料

▲昨年の景観ウォーキングの様子

　北信濃のすばらしい景観を再発見してただくため、「なかの景観ウォーキング」「信州中野
景観展」を開催します。
　なお、本年は『一茶生誕250周年　プレ・イベント』として、俳人・小林一茶が旅した北信濃
の情景をお楽しみいただきます。
　この機会にぜひ、ご参加・ご鑑賞ください。

桜と古民家 野尻湖のほとり

箱山からの眺望
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▲昨年の各部門最優秀賞作品

　
本
市
は
、
流
入
経
路
も
特
徴
も
異
な
る
２
系
統
の
土
人
形
が
、
昔

な
が
ら
の
伝
統
技
法
で
現
在
も
制
作
さ
れ
て
い
る
、
全
国
に
類
を
見

な
い
地
域
で
す
。
ま
た
、
毎
年
３
月
に
行
わ
れ
る
中
野
ひ
な
市
の
即

売
に
は
、
全
国
か
ら
多
く
の
愛
好
家
が
集
ま
り
ま
す
。
こ
の「
土
人

形
の
里
」で
、土
人
形
の
愛
ら
し
さ
と
素
朴
さ
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
土
人
形
絵
付
け
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
、
体
験
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
点
数
　
一
人
１
点

応
募
料
　
無
料（
た
だ
し
、材
料
費

と
し
て
人
形
代
を
小
学
校
の
部
は

１
０
０
円
、一
般
の
部
は
３
０
０

円
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

部
門
　

・
小
学
校
低
学
年
（
以
下
）
の
部

・
小
学
校
高
学
年
の
部

・
一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
）

応
募
締
め
切
り
　
平
成
25
年
１
月

31
日
㈭
　
午
後
４
時 

※
応
募
点
数
が
１
０
０
０
点
に
達

し
た
時
点
で
締
め
切
り
ま
す
。

応
募
作
品
　
10
月
１
日
以
降
に
制

作
し
た
自
作
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

応
募
先
（
絵
付
け
す
る
場
所
）

・
日
本
土
人
形
資
料
館

・
信
州
中
野
観
光
セ
ン
タ
ー

・
ま
ち
な
か
交
流
の
家

※
20
人
以
上
の
団
体
が
絵
付
け
す

る
場
合
は
、
事
前
に
日
本
土
人

形
資
料
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

各
賞
　
※
各
部
門
ご
と

○
最
優
秀
賞

　
１
点
（
副
賞
・
１
万
円
、
絵
付

け
体
験
無
料
券
）

○
優
秀
賞

　
３
点
（
副
賞
・
５
千
円
）

○
佳
作

　
10
点
（
副
賞
・
２
千
円
）

　
☆
児
童
の
場
合
は
、
同
額
の
図

　
書
カ
ー
ド
を
贈
呈
し
ま
す
。

結
果
発
表
　
平
成
25
年
３
月
上
旬
、

「
広
報
な
か
の
」
な
ど
で
発
表
。

表
彰
式
　
平
成
25
年
３
月
2４
日
㈰

展
示
会
（
応
募
全
作
品
）
　
平
成

25
年
３
月
2４
日
㈰
～
４
月
１
日
㈪

※
詳
細
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://w

w
w.

city.nakano.nagano.jp/
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せ
先

日
本
土
人
形
資
料
館

☎
�
０
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３
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市
役
所
商
工
観
光
課
観
光
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
９
）

～
土
人
形
の
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信
州
な
か
の
～

土
人
形
絵
付
け
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集
中
！

　長野電鉄の利用促進や地域の活性化のため、沿線の酒・味噌・
ワイン造りの歴史や文化に触れる蔵元スタンプラリーをセットに
した乗車券「蔵元きっぷ」を発売します。スタンプラリーでは、
酒・味噌の蔵元やワイナリーで、試飲や試食、見学をお楽しみい
ただけます。対象となる蔵元など、詳しくはお問い合わせいただ
くか長野電鉄ホームページをご覧ください。

期間　10月20日㈯～28日㈰
企画乗車券　「蔵元きっぷ」１,500円
内容　長野電鉄全ての駅で乗り降り自由な１日
フリーきっぷで、蔵元など5カ所のスタンプを
集めると抽選でプレゼントが当たります。
　また、一部の蔵元で「蔵元きっぷ」をお持ち

長野電鉄　酒蔵・味噌蔵・ワイナリーめぐり
車を電車に乗り換えて、ほっとひと息　沿線をほろ酔い気分で大人の旅

問い合わせ先
地域連携長野電鉄長野線沿線活性化協議会事務局(市役所政策情報課内)　☎(22)２１１１(内線４0１)
長野電鉄㈱電鉄事業部　☎0２６(２４８)６000　ホームページ　http://www.nagaden-net.co.jp/

の方には、商品の割引や限定商品など購入がで
きます。
※きっぷ購入時に「スタンプシート」「おちょ

こ」を差し上げます。各蔵元で試飲や蔵見学
をお楽しみください。(飲酒は、20歳以上の
方に限ります)


